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金
海
古
蹴
志
巻
十
大

を
定
め
ら
れ
た
る
な
ら
ん
。
と
い
へ
り
。
平
次
按
宇
る
に
、
前
額
組

地
古
聞
に
て
見
れ
ば
.
度
安
年
中
と
高
治
年
中
と
雨
度
に
命
ぜ
ら
れ

し
と
聞
ゆ
。
町
合
所
留
記
に
載
せ
た
る
享
保
十
二
年
三
月
町
奉
行
の

上
申
書
に
‘

町
付
足
艶
先
年
間
拾
人
被
昌
仰
付
一
小
頭
も
無
=
御
座
一
御
屋
敷
貸
人
民

五
拾
歩
宛
一
細
に
而
.
法
胎
寺
町
並
新
竪
町
・
海
野
川
護
三
ク
所
に

而
奔
領
仕
罷
在
候
。
抽
徹
底
共
以
後
、
右
足
幌
之
内
武
人
小
頭
に
就
T

被
=

仰
付
-
候
晶
、
小
頭
屋
敷
笠
人
民
武
拾
歩
宛
不
足
仕
罷
在
候
。
法
舶
寺
町

小
頭
屋
敷
之
儀
は
、
幸
隣
に
明
地
御
座
候
而
相
願
‘
先
年
武
拾
歩
引

足
押
領
仕
受
取
申
候
。
滋
野
川
笠
人
之
小
頭
は
.
屋
敷
績
に
願
可
ν
申

明
地
も
無
=
御
座
一
四
五
軒
隔
て
明
地
御
座
候
而
、
先
年
相
願
拝
領
仕

罷
在
候
底
、
今
般
幸
小
頭
屋
敷
隣
に
明
地
出
来
仕
候
付
.
最
前
拝
領

仕
候
武
拾
歩
之
屋
敷
震
=
指
上
一
右
明
地
之
内
に
て
武
拾
歩
錫
'
設
=
拝

領
一
少
々
飴
歩
御
座
候
は
官
、
組
之
諦
地
に
混
v
仕
度
事
・
v
存
候
。
左
候

へ
ば
小
頭
屋
敷
に
相
極
置
き
、
永
生
潟
a
入
替
-
候
様
仕
度
儀
に
御
座

候
問
、
右
之
趣
相
願
申
候
。
以
上
。

丁
未
三
月
廿
八
日

宮
崎
長
太
夫

伊
藤
喜
兵
衛

中j申j

奉
v
長
候
。
以
上
。

六
月
廿
一
日

岡
'
閏
十
右
衛
門

里
見
七
左
衛
門

捧

回

玄

馨

殿

臭

村

萱

岐

殿

金
津
町
足
騒
人
数
、
並
鈎
之
m
m
織
地
色
.
且
叉
紋
之
儀
、
委
細
畿
ι
仰

出
-
之
趣
奉
v
長
候
。
只
今
迄
は
町
足
軽
四
拾
人
之
内
、
小
頭
商
人
に
而

相
勤
候
へ

E
も
、
年
々
一
御
用
多
罷
成
、
四
拾
人
之
内
を
閑
人
小
頭
に

仕
候
而
は
、
摘
t

不
人
に
罷
成
‘
も
と
ほ
り
か
ね
可
v
申
と
奉
v
存
候
故
、

平
足
瞳
四
人
増
‘
四
拾
武
人
に
仕
‘
小
頭
武
人
培
、
四
人
民
仕
、
都

合
四
十
六
人
に
相
極
可
v
申
哉
之
官
、
御
直
筆
に
而
被
旦
仰
出
-
之
趣
.

且
叉
御
口
上
に
而
被
昌
仰
出
-
候
通
り
長
奉
v
存
候
。
以
上
。

.
 

• 

酉

寅

六

月

廿

四

日

岡

田

十

右

衛

門
里
見
七
左
衛
門

諸

国

玄

春

殿

臭

村

兵

部

殿

今
月
廿
四
日
私
共
上
申
御
諦
之
趣
被
昌
開
局
-
候
。
左
候
は
ど
‘
先
劇
場

よ
り
不
足
分
庖
置
、
小
頭
を
ぽ
勝
手
次
第
、
只
今
迄
支
配
之
足
艦
之

内
陀
而
成
共
可
a
申
付
-
候
。
重
而
御
胸
囲
之
時
分
召
抱
.
制
場
よ
り
腫

金
滞
古
蹟
志
血
管
十
六

四

加

判

漣

名

殿

金
棒
町
付
足
極
羽
織
地
、
夏
は
布
、
b

舎
は
納
、
色
は
惣
地
黒
く
、
子

持
角
白
丁
子
之
紋
は
黒
〈
、
小
頭
は
絹
、
潟
之
目
小
紋
に
可
=
申
付
-

候
哉
。
魚
津
町
付
足
趨
も
如
ν
此
御
座
候
故
奉
v
伺
候
。
以
上
。

六

月

九

日

岡

田

十

右

衛

門

里
見
七
左
衛
門

金
津
町
足
額
数
、
並
封
之
初
織
地
色
、
且
叉
紋
之
銭
、
委
細
被
=
仰
出
-

之
趣
奉
v
長
候
。
左
様
に
御
座
候
は
.
平
足
騒
四
人
増
四
拾
武
人
に

仕
‘
小
頭
武
人
増
四
人
に
仕
、
都
合
四
拾
六
人
に
相
極
可
v
申
哉
、
霊

而
奉
v
伺
候
。

一
、
初
織
之
紋
御
本
は
上
之
ほ
そ
み
の
留
り
‘
民
中
に
て
留
り
申

候
。
叉
丁
子
之
頭
も
御
本
は
丸
〈
御
座
侯
底
に
、
私
共
上
申
紋
は
少
.

長
み
有
v
之
、
上
之
留
り
も
ひ
宇
み
申
候
。
御
自
筆
に
而
如
v
被
a
仰
出
一

少
宛
之
逮
は
不
v
普
侯
へ
ど
も
‘
私
共
好
に
而
無
v
之
、
給
之
誤
迄
に
而

御
座
候
は
ど
、

m織
等
に
付
さ
せ
申
刻
、
右
之
慮
書
改
可
v
然
被
昌
思

召
-
之
旨
被
=
仰
出
-
候
。
私
共
好
に
而
無
-
一
御
座
一
一
緒
師
之
誤
に
而
御
座

候
故
、
震
回
調
直
二
恩
而
入
昌
御
一
覧
-
申
候
。
右
之
m
m
織
は
、
何
と
ぞ
押
立

候
時
分
靖
せ
可
-
申
、
常
に
は
何
様
に
而
も
不
v
普
之
由
被
=
仰
出
-
之
遇

置
候
者
を
相
返
可
v
申
、
且
来
』
何
年
迄
は
如
何
様
に
而
も
指
而
滞
申
閑

敷
候
僚
、
割
場
よ
り
履
候
迄
に
は
不
v
及
と
存
候
は
官
、
右
小
頭
・
平

足
駿
之
増
人
先
延
引
可
v
仕
之
官
‘
被
昌
仰
出
-
之
趣
長
奉
v
存
候
。
左
様

に
御
座
候
は
立
、
来
々
年
御
蹄
披
迄
は
、
何
と
ぞ
只
今
之
人
数
民
而

相
勤
候
様
に
可
a
申
付
-
候
僚
、
晴
人
之
儀
今
年
は
共
分
に
可
=
仕
置
-

候
。
此
趣
被
v
建
=
御
一
聴
-
可
v
被
v
下
候
。
以
上
。

酉
寅
六
月
晦
日

岡
間
十
右
衛
門

里
見
七
左
衛
門

津

田

玄

饗

殿

臭

村

兵

部

殿

お
は
貞
享
三
年
参
議
中
将
綱
紀
卿
、
町
付
足
粧
の
儀
段
々
穿
盤
被
v

成
、
靖
人
等
之
儀
此
の
時
に
定
め
ら
れ
し
と
聞
ゆ
。
元
藤
四
年
一
月
、

火
事
勿
織
之
定
紋
た
ど
の
事
も
、
町
奉
行
よ
り
の
伺
に
て
定
め
ら
れ

し
事
も
見
b
た
り
。

O
豆
龍
寺
奮
地

泉
寺
町
六
斗
林
曹
洞
宗
玉
龍
寺
の
奮
地
な
り
。
貞
享
二
年
の
玉
龍
寺

由
来
替
に
、
越
中
守
山
・
宮
山
・
加
州
小
松
・
金
揮
所
々
移
蹄
仕
、
今
之

寺
地
は
盛
安
元
年
熊
谷
久
右
衛
門
・
宮
崎
太
左
衛
門
及
に
而
被
=
打
渡
吋

占ハ五




